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超勤問題などの方針を提案

人手不足の実態が次々に

い
る
。」「
病
棟
の
人
手
不
足
に

よ
り
、
ザ
ー
ル
か
ら
の
業
務
応

援
が
強
行
さ
れ
た
。
院
内
異
動

も
あ
り
、
総
看
護
師
長
は
ど
こ

で
も
働
け
る
看
護
師
を
め
ざ
す

な
ど
と
言
っ
て
い
る
が
、
ザ
ー
ル

を
見
て
も
長
期
的
な
育
成
計
画

が
必
要
だ
」「
時
差
出
勤
や
勤
務

変
更
が
一
方
的
に
実
施
さ
れ
た
。

人
手
不
足
で
日
勤
が
減
ら
さ
れ
、

さ
ら
に
応
援
に
出
さ
れ
る
」「
他

病
院
へ
の
業
務
応
援
が
続
い
て

い
る
。
わ
た
し
の
超
勤
手
帳
に

取
り
組
む
」
な
ど
14
支
部
か
ら

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

運
動
方
針
、
予
算
更
正
は
、

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、
統
一
要

求
書
の
提
出
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ

ナ
ー
、
県
医
労
中
央
決
起
集
会

の
成
功
に
向
け
、
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

県
医
労
第
１
６
０
回
中
央
委

員
会
が
10
月
13
日（
土
）、
盛
岡

市
「
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
」
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
委
員
会
に
は
、
来
賓
と

し
て
岩
手
医
労
連
、
い
わ
て
労

連
、
日
本
共
産
党
県
委
員
会
の

代
表
が
あ
い
さ
つ
。
国
民
民
主

党
、
自
由
党
、
社
民
党
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
計
の
中
間
報
告
、
会
計
監

査
報
告
等
に
続
い
て
、
第
一
号

議
案
「
秋
・
年
末
運
動
方
針
」

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、「
病
棟
再
編
で

64
床
減
、
２
０
０
床
に
さ
れ
る
。

入
院
患
者
は
減
っ
て
い
る
が
、

業
務
量
は
変
わ
ら
ず
、
超
過
勤

務
が
書
き
づ
ら
い
状
況
が
あ
る

一
方
で
、
他
病
院
へ
の
異
動
も
強

行
さ
れ
た
」「
12
時
間
二
交
代
の

試
行
が
提
案
さ
れ
た
。
支
部
独

自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組
み

反
対
し
て
い
る
。
本
部
と
も
協

力
し
て
事
務
局
長
交
渉
を
行
っ

て
い
る
。
交
渉
は
３
時
間
に
も

及
ん
だ
こ
と
も
あ
る
」「
衛
生
委

員
会
で
人
手
不
足
を
訴
え
た
。

夏
季
休
暇
の
取
得
な
ど
に
よ
り
、

日
勤
ス
タ
ッ
フ
数
が
少
な
く
、

何
か
あ
れ
ば
安
全
が
守
れ
ず
、

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
勤
務
し
て

深刻な人手不足の実態、次々に

中央委員会で秋・年末方針を決定

　中央委員会では、医療局が策定している「次期経営計画」
に関する学習会が行われました。
　金野特別中央執行委員を講師に、10月9日に「地域医療
の充実・県民の命を守る連絡会」が要請した説明会も踏ま
えての内容でした。「そもそも経営計画とは何か？」から
解説。黒字経営を大前提にした計画であること、厳しい職
場実態が反映されていない、医療局が上から策定した計画
であることなどを問題点として
指摘しました。
　これからの運動として、「次
期経営計画へのパブリックコ
メントに労働組合としても取り
組み、地域の実態や職場の実
態を訴え、交渉していくことが
大切」と話しました。 金野特中を講師に学習

医療局の次期経営計画で学習会
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上
回
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
給
料

表
の
引
き
上
げ
改
定
と
、
一
時

金
を
年
間
支
給
月
数
４
・
45
月

分（
＋
０
・
10
月
）と
す
る
な
ど

で
す
。
５
年
連
続
と
な
る
月

例
給
・
一
時
金
の
プ
ラ
ス
勧

告
で
、
初
任
給
１
５
０
０
円

引
き
上
げ
、
若
年
層
に
つ
い

て
は
１
０
０
０
円
程
度
改
善

し
、
そ
の
他

に
つ
い
て
は

４
０
０
円
の

引
き
上
げ
で

す
。
看
護
職

（
医
療
職
Ⅲ
）

の
初
任
給
引

き
上
げ
は

１
７
０
０
円

と
し
て
い
ま

す
。
宿
日
直

手
当
に
つ
い

て
、
４
月
遡
及
で
の
改
善
勧
告

で
す
。
ま
た
「
行
政
職
給
料
表

以
外
の
給
料
表
に
つ
い
て
も
、

行
政
職
給
料
表
と
の
均
衡
を
基

本
に
所
要
の
改
定
を
行
う
こ
と

が
適
当
」
と
言
及
し
て
お
り
、

重
要
で
す
。

　

５
年
連
続
の
プ
ラ
ス
勧
告

は
、
春
闘
を
は
じ
め
と
し
た
官

民
あ
げ
て
の
要
求
と
運
動
、
こ

の
間
の
地
公
共
闘
、
公
務
共
闘

に
結
集
し
た
署
名
や
決
起
集

会
、
県
庁
座
り
込
み
行
動
な
ど

の
取
り
組
み
の
結
果
で
す
。
し

か
し
、
す
べ
て
の
職
員
が
生
活

改
善
を
実
感
す
る
賃
金
水
準
ま

で
に
は
ほ
ど
遠
く
、
多
く
の
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
岩
手
県
や
医
療
局
当

局
へ
向
け
、
要
求
実
現
め
ざ
し

た
取
り
組
み
が
続
き
ま
す
。

　

岩
手
県
人
事
委
員
会
は
10
月

11
日
、
県
知
事
と
県
議
会
議
長

に
対
し
て
職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
報
告
及
び
勧
告
を
行
い
ま

し
た
。

 

主
な
内
容
は
、
民
間
給
与
が

月
例
給
に
つ
い
て
は
６
０
９
円

（
０
・
17
％
）、
一
時
金（
ボ
ー

ナ
ス
）に
つ
い
て
は
０
・
09
月

みなさんの声届けました！

＜ 勧告のポイント ＞
①月例給：較差0.17％・609円
　（民間358，823円、職員358，214円）に
基づく給料表改定
②一時金：較差0.09月
　（民間4.44月、職員4.35月）で0.10月引き
上げ（勤勉手当に配分）
＊再任用職員：0.05月引上げ
　（2.30⇒2.35月。勤勉手当に配分）

6月期 12月期

2018年度　期末手当

勤勉手当

1.225月
（支給済）
0.875月
（支給済）

1.375月

0.975月
（現行0.875月）

2019年度　期末手当
勤勉手当

1.300月
0.925月

1.300月
0.925月

県
人
勧
受
け
て
県
・
医
療
局
当
局
へ

実
感
で
き
る
賃
金・労
働
条
件
を
！

　医療局は「県立病院等の経営計画」（中間案）
を公表し、9月28日から10月24日までパブリッ
クコメントを公募しました。県医労としても公
募に取り組み医療局に届けました。
　寄せられたコメントの一部を紹介します。

○基幹病院なのに医師が減っており、地域の患
者さんに不便をかけている。常勤医を増やし、
地域医療が守られるようにしてほしい。
○職員を大切にしてほしい。ねぎらいの言葉も
あっても良いのでは。
○病院の近くに住んでいても、紹介状がないと
診てくれない。不便だとの声が聞かれる。

○看護師・助産師の給料を上げて、増員してほし
い。患者の高齢化で、一人の患者に手がかか
ることが多くなり、とにかく大変です。

○医師の負担軽減のために特定看護師という考
えが間違っている。トラブルの責任は誰が取
るのでしょうか。
○「先生も看護師さんもいつも忙しそうで、声
をかけにくい」と患者さんに言われる。医師・
看護師をふやしてください。

○県立山田病院に外科、眼科、耳鼻科、泌尿器科
がほしい。科が無いので宮古に行っています。
○県北の入院可能な医療機関が少ないため、沼
宮内診療センターにベッドを確保して欲しい
です。
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夜勤減らして人を増やして！
医労連キャラバン宣伝署名

　

日
本
医
労
連
の
「
夜
勤
改
善
・

大
幅
増
員
を
求
め
る
国
会
請
願

署
名
」
が
今
年
か
ら
新
た
に
３

年
間
の
取
り
組
み
と
し
て
始
ま

り
ま
し
た
。
10
月
７
日
、「
岩

手
医
労
連
・
２
０
１
８
秋
の
全

国
キ
ャ
ラ
バ
ン
」が
盛
岡
・
花
巻
・

奥
州
・
一
関
の
４
カ
所
で
行
わ

れ
、
県
医
労
か
ら
５
支
部
・
本

部
12
名
が
参
加
。
台
風
の
影
響

に
よ
り
釜
石
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
風
の
強
い
中
５
６
２

筆
の
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　花巻　イトーヨーカドー

奥州　コープアテルイ
一関　コープコルザ

　９月15日（土）、中央支部では女性部企画
の日帰り旅行が開催され４５名が参加。宮城
県仙台市キリンビール工場と、うみの杜水族
館を満喫し、日頃の疲れを癒やしました。
　参加者からは、「キリンビール工場最高で
した！」「値段と内容どちらも満足でした。
バスで行けたので、夫婦そろって飲酒できた
ことも良かったです」「子どもたちも毎年楽
しみにしています。来年もぜひ参加します」
「アシカとイルカショーは一番前の席で観る
ことができ、すごい迫力で子どもたちも大喜
びでした」「キリンビールの味くらべ、３つ
とも違い、グビグビ飲んでしまいました。麦
をおいしく思ったのは初めてでした」等感想
が寄せられました。

中央支部
盛岡　野村証券前　

ビール工場、水族館サイコー！
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青年部

　10月19日、昼休み時間に院内にて県医労青年
部第１号となる定期大会を開催し、12名が参加
しました。大会では運動方針、予算についての承
認と役員選出が行われました。未開催の支部はこ
れから準備を進めましょう。

　10月6日、岩手医労連青年部定期大会が盛岡市
「勤労福祉会館」で開催され、13単組34名（県医
労は5名）が出席しました。
　大会討論では出席した全ての単組から青年部活
動（みちのくアクト等）や職場の状況について発言
がありました。
　次期役員には、県医労から書記長に○○○○さ
ん（本部書記局）が再任。新役員には執行委員に○
○○○さん（南光）が選出されました。今大会で○
○○○さん（中部）が退任されました。

　

10
月
11
日
、
東
京
・
日
比
谷

野
外
音
楽
堂
を
会
場
に
日
本
医

労
連
、
全
日
本
民
医
連
な
ど
が

主
催
す
る
「
憲
法
、
い
の
ち
・

社
会
保
障
ま
も
る
国
民
集
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か

ら
３
７
０
０
名
、
県
医
労
か
ら

は
８
支
部
・
本
部
21
名
が
参
加

し
ま
し
た
。　

　

実
行
委
員
長
の
森
田
し
の
ぶ

日
本
医
労
連
中
央
執
行
委
員
長

は
「
命
を
守
る
医
療
・
介
護
労

働
者
は
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り

に
は
絶
対
反
対
。
憲
法
守
れ
の

共
同
を
大
き
く
広
げ
よ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。「
許
す
な
！
憲
法

改
悪
・
市
民
連
絡
会
」
事
務
局

次
長
で
、
障
害
者
支
援
施
設
で

働
く
菱
山
南
帆
子
さ
ん
は
「
医

療
・
福
祉
の
切
り
捨
て
は
許
さ

な
い
。
私
た
ち
は
人
殺
し
を
す

る
た
め
の
武
器
を
買
う
た
め

に
、
働
い
て
税
金
を
払
っ
て
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
政
府
に
対

し
、
軍
事
費
削
減
を
強
く
訴
え

ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
医
師
ユ
ニ
オ
ン

の
植
山
直
人
代
表
は
「
過
労
死

ラ
イ
ン
で
働
い
て
い
る
勤

務
医
が
４
割
も
い
る
。
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
こ
そ

今
、
国
が
や
る
べ
き
こ
と
」

と
主
張
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
医
師
、
看

護
師
、
介
護
職
員
、
保
育

士
な
ど
の
大
幅
増
員
」
な

ど
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル

を
採
択
し
、「
い
の
ち
ま

も
る
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を

掲
げ
、
銀
座
を
パ
レ
ー
ド

し
ま
し
た
。

いのちまもる
医療福祉の切り捨ては許さない

10.11国民集会 日比谷野音に3700人

一戸支部青年部定期大会

青年部第1号で開催！

岩手医労連青年部定期大会

交流を深め、学びの1年に
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女性部

　

９
月
28
日
、
県
民
会
館
で
女

性
部
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
10

支
部
・
本
部
19
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

午
前
は
、
定
期
大
会
後
の

女
性
部
の
活
動
報
告
の
あ
と
、

「『
お
か
し
い
』
と
言
え
る
力
を

つ
け
よ
う
！
～
働
き
や
す
い
職

場
に
す
る
た
め
に
～
」
と
題
し

て
、
中
野
執
行
委
員
長
を
講
師

に
学
習
し
ま
し
た
。

　
「
昼
休
み
な
の
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

観
せ
ら
れ
る
」「
命
令
を
し
て

い
な
い
時
間
外
勤
務
は
認
め
な

い
と
言
わ
れ
た
」
な
ど
、「
な

ん
か
お
か
し
い
」
と
思
っ
て
い

て
も
、
は
っ
き
り
「
○
○
だ
か

ら
、
そ
れ
、
お
か
し
い
で
す
よ
」

と
言
え
な
い
自
分
が
も
ど
か
し

い
。
そ
ん
な
悩
み
を
寸
劇
を
交

え
て
考
え
、
使
え
る
フ
レ
ー
ズ

を
出
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
フ

レ
ー
ズ
を
活
用
し
、
一
人
ひ
と

り
が
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
行
動

で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
意
思

統
一
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
支
部
の
女
性

部
活
動
や
職
場
の
状
況
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
超
過
勤
務
の
多

さ
や
請
求
に
対
す
る
圧
力
の
ほ

か
、
８
月
に
行
わ
れ
た
異
例
の

人
事
異
動
で
減
員
と
な
り
、
９

回
夜
勤
が
発
生
し
て
い
る
、
夜

勤
免
除
者
へ
の
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、

人
員
不
足
か
ら
来
る
深
刻
な
職

場
の
状
況
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
部
か
ら
女
性
部

結
成
60
周
年
記
念
事
業
に
つ
い

て
、
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
今
年
度
の
ブ
ロ
ッ

ク
集
会
の
日
程
・
内
容
等
を
話

し
合
い
ま
し
た
。
今
年
度
の
ブ

ロ
ッ
ク
集
会
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。
み
ん
な
で
集
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
交
流
を

深
め
ま
し
ょ
う
。

「おかしい」と言える力をつけよう
〜ブロック集会の日程と内容も決まりました〜

　10月19日、岩手医労連女性部第32回

定期大会が県民会館で開催されました。

　大会では１年間の総括と新年度の運動

方針について討論し、各単組から女性部

活動や職場の状況が報告されました。県

医労からは7:1看護確保のために、8月に

異例の人事異動があったことや女性部長

会議での学習、女性部結成60周年記念ツ

アーなどについて報告しました。

　次期役員には、県医労から女性部長に

○○○○○さん、委員に○○○○さん（と

もに中央支部）が選任されました。

2018年度女性部長会議　開催

働きやすい職場をめざして学習する参加者

ブロック 担　当 日　程 会　場 内　容

北部 一戸 11月24日㈯ 岩手町 キャンドルアート

中部 中部 10月21日㈰ 遠野病院 フェイシャル・ヨガ
ワークショップ

南部 千厩 11月10日㈯ アストロ・ロ
マン大東

パン作りまた焼き板
作り

三陸 釜石 11月10日㈯ 創作料理・農家レ
ストランこすもす

ピザ作り体験
職場交流

岩手医労連女性部第32回定期大会

働きつづけられる職場を
新女性部長に○○○○○さん（県医労）
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平
坦
な
と
こ
ろ
で
つ
ま
ず

き
、
物
を
置
い
た
と
こ
ろ
を
忘

れ
る
。
筋
ト
レ
、
脳
ト
レ
し
な

い
と
！久

慈
支
部
　
お
っ
と
っ
と

　

　

　

今
ま
で
、
順
調
だ
と
思
っ
て

仕
事
を
し
て
い
た
ら
、
検
診
で

切
迫
早
産
の
手
前
に
来
て
い
る

と
…
。
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
妊

婦
さ
ん
、
自
分
の
体
調
が
よ
い

か
ら
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
動
き
す

ぎ
な
い
で
。
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん

の
た
め
に
無
理
し
な
い
で
下
さ

い
ね
。 

中
央
支
部
　
ど
ん
ぐ
り

　

　

　

家
に
い
る
時
間
よ
り
、
病
院

に
い
る
時
間
の
方
が
多
か
っ

た
。
気
づ
け
ば
子
ど
も
は
巣

立
っ
て
い
た
。

磐
井
支
部
　
か
わ
う
そ

　

　

　

超
勤
が
多
い
と
か
、
増
え
て

い
る
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
ば
か

り
言
う
け
ど
、
私
た
ち
は
ま
と

も
に
昼
食
を
摂
る
時
間
す
ら
な

い
。
超
過
勤
務
を
書
き
に
く
い

雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
圧
力
を
か

け
る
の
で
は
な
く
、
仕
事
を
減

ら
す
工
夫
で
も
し
て
下
さ
い
。

大
船
渡
支
部
　
　
　
　

ハ
ク
シ
ョ
ン
大
魔
王

　

　

　

こ
こ
最
近
、
台
風
や
ら
地
震

や
ら
、
自
然
災
害
が
た
て
続
け

に
お
き
て
い
て
心
が
痛
み
ま

す
。
現
地
に
行
く
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
田
支
部
　
や
っ
て
ら
れ
な
い

　

　

　

介
護
、
医
療
、
教
育
、
全
て

に
お
金
が
か
か
る
。
ど
う
や
り

く
り
し
て
も
足
り
な
い
。
車
は

必
ず
必
要
だ
し
、
家
も
な
け
れ

ば
困
る
。
不
安
な
生
活
。
老
後

ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
。

久
慈
支
部
　
ジ
ョ
ン
マ
マ

　

東
日
本
大
震
災

津
波
か
ら
７
年
８
ヶ

月
。
今
も
、
多
く

の
方
が
仮
設
住
宅

で
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
今

の
異
常
気
象
に
よ

る
災
害
も
、
全
国

で
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
▼
そ
ん
な
中
、
安
倍
政

権
は
来
年
10
月
、
消
費
税
率
を

10
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
表

明
し
ま
し
た
。
幼
児
教
育
、
保

育
の
無
償
化
な
ど
「
全
世
代
型

社
会
保
障
」
実
現
に
向
け
た
財

源
を
確
保
す
る
た
め
と
し
て
い

ま
す
が
、
消
費
税
増
税
は
、
子

育
て
世
帯
の
暮
ら
し
を
直
撃
し

ま
す
▼
こ
の
間
、
軍
事
費
に
は

惜
し
ま
ず
税
金
を
つ
ぎ
込
み
、

過
去
最
大
の
５
兆
３
０
０
０
億

円
要
求
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
こ
の
軍
事
費
を
押
し
上
げ

て
い
る
の
が
、
ア
メ
リ
カ
製
の

新
型
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム

「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」
で

す
。
維
持
費
な
ど
を
含
め
る
と

総
額
４
６
０
０
億
円
も
す
る
高

額
な
装
備
品
で
す
。
国
に
お
金

が
な
い
な
ら
ア
メ
リ
カ
か
ら
の

高
い
買
い
物
は
す
る
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
▼
大
株
主
や
富
裕

層
、
大
企
業
が
優
遇
さ
れ
る
格

差
社
会
に
し
た
安
倍
首
相
に

は
、
国
民
が
生
き
る
た
め
に
低

賃
金
を
切
り
詰
め
な
が
ら
生
活

し
て
い
る
現
状
は
想
像
も
つ
か

な
い
の
で
し
ょ
う
▼
竹
下
内
閣

が
「
社
会
保
障
費
確
保
」
の
た

め
と
国
民
を
諦
め
さ
せ
、
消
費

税
「
３
％
」
を
導
入
し
て
か
ら

29
年
。
今
で
は
「
10
％
」
も
や

む
な
し
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
に
は
増
税
を
迫

り
、
一
方
で
大
企
業
の
法
人
税

は
引
き
下
げ
て
お
り
、
到
底
納

得
で
き
ま
せ
ん
▼
消
費
税
増
税

を
中
止
し
、
軍
事
費
を
削
っ
て

社
会
保
障
費
に
ま
わ
す
べ
き
で

す
。
国
民
が
望
ん
で
い
な
い
こ

と
は
、
や
め
て
ほ
し
い
。
と
い

う
よ
り
、
安
倍
首
相
は
辞
め
て

ほ
し
い
。 

（
内
）

９
月
号
パ
ズ
ル

９
月
号
パ
ズ
ル

　

９
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
29
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
９
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

ナ
ポ
リ
タ
ン（
久
慈
支
部
）、

す
い
と
う
、あ
と
７
㎏
！
（
以

上
、
二
戸
支
部
）、
猫
大
好
き
、

じ
ゃ
が
い
も
の
花
、
ミ
ル
ン

ち
ゃ
ん（
以
上
、
中
央
支
部
）、

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ（
南
光
支
部
）、

ラ
イ
ム（
大
東
支
部
）、
ジ
ャ

ン
ボ
う
さ
ぎ（
大
船
渡
支
部
）、

黒
豚（
釜
石
支
部
）



11月の予定
２日（金）	 県医労中央決起集会（水産会館）
	 拡大支部長会議（水産会館）
３日（土）～４日（日）
	 岩手医労連壮年部集会（ホテル紫苑）
６日（火）	 統一要求書回答指定日
８日（木）	 全国統一行動・県医労第２次統一行動
10日（土）	 女性部南部ブロック集会（大東）
	 女性部三陸ブロック集会（釜石）
11日（日）～ 12日（月）
	 災害対策全国交流集会2018	in	いわて（大槌町）
16日（金）～ 17日（土）
	 県医労職制組合員集会（優香苑）
23日（金）	 地域医療を守る全国運動交流集会（東京）
	 いの健岩手県センター
	 　「過労死について考えるつどい」（サンビル）
24日（土）	 女性部北部ブロック集会（岩手町）
25日（日）～ 26日（月）
	 日本医労連東北地方協
	 　「第19回精神病院労組交流集会」（ホテル花巻）
25日（日）～ 27日（火）
	 青年部結成60周年記念企画
	 　～神戸・大阪USJへの旅～
30日（金）	 前進座公演「ちひろ	−私、絵と結婚するの−」

（県民会館）

1280円
（絵7枚　A2版　59.4x42㎝　税別）

斡旋価格

核兵器のない世界を
子どもたちに

核兵器のない世界を
子どもたちに

お申し込みは組合事務室または本部書記局まで

2019
カレンダー
（大判）

2019
カレンダー
（大判）

CHIHIRO IWASAKICHIHIRO IWASAKI
いわさきちひろいわさきちひろ

12月の予定
１日（土）	 薬剤師・臨床検査技師・診療放射線技師合同会議

（公会堂）
７日（金）	 拡大支部長会議（県民会館）
８日（土）	 第63回はたらく女性の岩手県集会（公会堂）
８日（土）～９日（日）
	 岩手医労連組織拡大強化・共済推進会議（花巻温泉）
15日（土）	 「ヒバクシャ国際署名をすすめる岩手の会」
	 　結成2周年記念集会（岩手県教育会館）

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

11
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！


